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DSO会長就任のご挨拶

新たにダイバーシティ・サポート・オフィス（DSO）の会長に就

任しました物質・材料研究機構（NIMS）理事の谷です。どうぞよ

ろしくお願いいたします。

私は、平成5年に科学技術庁に入庁し、もっぱら科学技術分野の

仕事を中心に携わってきまして、昨年5月、文部科学省から出向す

る形でNIMSに着任し、総務担当理事を務めております。

私の前任の長野理事は女性役員として、DSOの活動にも適任、機

構内での女性活躍という意味でも大きな存在でした。その後任と

しては少々肩身の狭い思いがいたしておりますが、DSOに関しては

プレッシャーを推進力にして取り組んでいきたいと思います。

すでに随分前のような気がしますが、9月の上旬ですから、つい

先月のことです。東京2020オリンピック・パラリンピック競技大

会が幕を下ろしました。コロナ禍の中、緊急事態宣言下での開催

となり、様々な制約がありましたが、そのような環境の中でも、

世界トップのアスリートたちが素晴らしい数々のドラマを見せて

くれました。とりわけ、パラリンピック大会では、障がいを乗り

越えて輝く姿を拝見して、チャレンジする勇気、世界の舞台に立

つまでの並々ならぬ努力に感動いたしました。

大会ビジョンの基本コンセプトのひとつが、「多様性と調和」でした。このコンセプトには、

男女の違いを超えていくということも含まれていれば、異なる立場、役割の人々が調和をもって

協働していくことを志向することが主眼となっています。運営面では、委員会における女性蔑視

発言が取り沙汰され、意図せぬ形でしたが、男女共同参画について改めて考えさせられる機会も

ありました。結果として成功といえる開催を実現できた舞台裏には、異なる立場のたくさんの

人々がそれぞれの役割をきちんと果たして調和させたことにあることは間違いありません。困難

な環境で開催された「多様性と調和」の大会は、自分なりの形を取りながら私たち一人ひとりの

貴重な財産となって、受け継がれたと思います。

これからも、ダイバーシティという社会の大きな潮流がますます強まっていくことは確実です

が、その中で私たち一人一人が輝いていける職場環境、社会環境を作っていく、その活動に自ら

の役割をきちんと果たすことによって貢献していきたいと考えています。

DSOの活動推進にあたっては、会員の皆さまのご協力なしには何も進めることができません。な

にとぞご協力くださいますよう、この場をお借りしてお願い申し上げる次第です。ありがとうご

ざいます。

DSO 会長
物質・材料研究機構 理事 谷 広太
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DSO参画機関が関係するイベント
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【 日 時 】2021年11月9日 13：30ー15：00
【 講 師 】玉城絵美氏

（H2L, Inc., CEO/琉球大学 工学部 教授）

【 場 所 】オンライン（ZOOM）
【申込方法】Googleフォームからのお申込み

https://forms.gle/GhUSJxgmK9e6i51y8

【開催機関】筑波大学
【関連情報】https://diversity.tsukuba.ac.jp/?p=22609
【問 合 先】筑波大学ダイバーシティ・アクセシビリティ・

キャリアセンター
（diversity@un.tsukuba.ac.jp）

【 対 象 】DSO参加機関以外も対象

令和3年度 ダイバーシティセミナー

【 日 時 】2021年11月17日（水）～11月18日（木）各日10:00開始
【 場 所 】オンライン（Zoom）
【申込方法】特設サイトから要事前予約
【開催機関】国立研究開発法人物質・材料研究機構
【関連情報】https://www.nims.go.jp/nimsweek/
【問 合 先】NIMS WEEK2021事務局

nimsweek@nims.go.jp

【 対 象 】DSO参加機関以外も対象

材料研究の最新成果発表週間『NIMS WEEK 2021』 ~材料、変わる~

ダイバーシティを研究力に 研究力を多様なキャリアに

DSO参画機関が関係するイベント

https://forms.gle/GhUSJxgmK9e6i51y8
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【 日 時 】2021年11月26日（金）・ 12月7日（火）・ 12月14日（火）
各日13：30 ～ 16:30予定

【参加方法】オンライン
【申込方法】下記WEBサイトからお申込みいただけます。〆切：11/18（木）
【関連情報】

https://unit.aist.go.jp/innhr/diversity2020/ja/events/211126_event.html#ContentPane

【 問合先 】産総研 イノベーション人材部ダイバーシティ推進室（事務局）
【 対 象 】大学院生・ポスドク ※男性の参加も歓迎します

DSO事務局活動報告

令和3年9月21日（火）、Web会議にてDSO総会、懇話会
を開催いたしました。
総会では、13機関が参加し、令和2年度の活動報告、

令和3年度の活動計画案報告が行われ、つくば女性研究
者支援協議会との連携継続も承認されました。
また、会長機関として物質・材料研究機構が選出され、
同機構 谷 広太 理事が会長に選出されました。

令和３年度 DSO総会、懇話会（2021/9/21）

懇話会では、11機関が参加し、次の2テーマについて情報・意見交換がなされました。
テーマ①「研究者の通称（旧姓）使用での弊害について」
テーマ②「女性が研究を続け活躍するために必要な支援について」

次ページへ続く
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テーマ①「研究者の通称（旧姓）使用での弊害について」
事前調査集計報告と、森林研究・整備機構森林総合研究所 田中 浩 フェローによる
「選択的夫婦別姓制度について」のご講演がありました。実体験や、学会参加時の旧姓
使用によるトラブルなどの研究現場での事例などから、選択的夫婦別姓制度の法制化の
要望等、お話しいただきました。

テーマ②「女性が研究を続け活躍するために必要な支援について」

当該テーマについて、複数機関からアンケートの実施及び結果の報告がありました。
根本的な原因を踏まえ、＜働きやすい環境を整える支援＞と＜育児しやすい・介護しや
すい環境を整える支援＞の双方の重要性の報告や、昇格審査についての機会均等化、男
性の育児休暇推進のなどの意見が上がりました。また、ライフイベントにより勤務にマ
イナスの影響を受けた人の主な意見として、結婚による改姓や旧姓使用の煩雑な手続き
や、学会参加時の旧姓使用によるトラブル、出産育児によりまとまった研究時間をとり
づらい、などの回答があったと報告がありました。
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会長 物質・材料研究機構 理事 谷 広太

幹事 物質・材料研究機構 人材部門 人材開発室 室長 磯部 雅朗

産業技術総合研究所 イノベーション人材部 ダイバーシティ推進室 室長 大谷 加津代

産業技術総合研究所 イノベーション人材部 ダイバーシティ推進室 井出 ゆかり

森林研究・整備機構 森林総合研究所 ダイバーシティ推進室 室長 伊ケ崎 知弘

農業・食品産業技術総合研究機構 本部人事部 ダイバーシティ推進室 室長 橘田 和美

事務局 物質・材料研究機構 人材部門 人材開発室 DSO事務局(担当：磯部、清水)

令和3年度DSO運営体制のお知らせ

事務局より

これから１年間、物質・材料研究機構（NIMS)が事務局を務めさせていただ
くこととなりました。この NEWS LETTER では、各参加機関の様々な取組をご
紹介させていただきながら、ダイバーシティ推進のための情報共有を図って

まいります。イベントのご紹介、お気づきの点等、何でもお気軽にお知らせ
ください。拙いながらも頑張ってまいりますので、皆様のご協力をどうぞよ
ろしくお願いします。

前ページより

NIMSくん


